
私有のグリーンベース

グリーンベース －街路空間の緑のある滞留スポット－
賑わいの創出には、回遊性とともに滞留性も重要である。そこで、
ふと休憩できる公共の滞留箇所と、商店における各店の滞留箇
所としてグリーンベースを設ける。グリーンベースは、盆踊り、
清掃活動、植栽活動など地域活動の拠点として利用されるほか、
フリーマーケット、マルシェ、展示会などまちづくり会社がGB
を活用したイベントをマネージメントして利用率を高め、周辺
の不動産価値を高める。また、企業のプロモーションや民間の
イベントに有料での貸し出しも行う。日常的には誰でも立ち寄
れる場所とし、訪れて楽しい、住んで快適な地区をつくる。

既存の建物を活かした計画
基本的には建物を改装し用途転用を行うこと
で新しい店舗や居住者を誘致する。

商店街アーケード
商店街のアーケードを一
部間引くことで、自然光
を取り入れ、季節感のあ
る街路空間を目指す。

新築
定借制度を利用し、土地
区画とあわせて再設計し、
様々な質を持った豊かな
グリーンベースを創出す
る。一層部分は店舗やレ
ジデンス、上層は住宅と
する。

改築
大きな改装はせず、既存
の町並みを活かした街路
空間を創出する。グリー
ンベースとの共存により
新しい価値を創出する。

駐車場を換地によって整理し、
対象エリアにグリーンベースを
設ける。市民が自由に使用でき、
滞留したくなる緑の多い空間を
設ける。また、町中に配される
ことで歩きやすい街路空間を創
出する。

街路に面した店舗などにグリー
ンベースを設ける。店舗のテラ
スが併設され主に客に対して開
かれている。建物内部での活動
が街に表出することで、にぎわ
いのある街を創出することが出
来る。

公共のグリーンベース

住宅

店舗

新築開発エリア

周辺建築の前庭
によるグリーンベース

転換による公共の
グリーンベース

アーケード
整備

転換用地（駐車
場の集約、現空
店舗）
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ヨコイトの空間づくり

水路の復元とグリーンベースにより、ヨコイトに様々
な滞在時間に対応したふところを設ける。

ヨコイト [ふところ×水路 ]D

民地（定借）道・水路民地
（定借）

住居部

店舗中短期滞在

中短期滞在

A A’

カフェ
飲食店

旅館

住宅

中短期滞在型住居

様々なふとこ
ろ空間が路地
裏空間のよう
に連なり、
人々の滞留行
為を促す。

■ふところ

水路を復元
し、ヨコイト
に新しい風景
を創出する。

■水路

A

A’

scale 1/200

復元した水路の周辺
に、緑を増やし、動
植物の生態系を再生
し育む。この水路は
地域活動としての清
掃活動や、犬の散歩
道など住民同士が顔
を合わせる場として
機能する。

マンスリーや
ウィークリー型の
滞在者を受け入
れ、様々な居住ス
パンに対応したレ
ジデンシャルを設
ける。空いている
場合は地域団体の
活動にも利用され
る。

歩行空間は、改装
などで出た廃棄物
を粗粒材にし、タ
イルの下に敷くこ
とで水はけの良い
歩行空間と廃棄物
の有効利用を実現
する。

水路に接続したオープン
スペース。店舗に併設さ
れたテラス席や、居住棟
の中庭など人々を受け止
め、滞留行為を促すふと
ころの深い空間を創出す
る。

飲食店を中心に小規模
店舗を出店する。どの
ような店舗を設けるか
はまちづくり会社が検
討し、必要に応じて住
民と協議しながら地域
マネジメントが行われ
る。

平面イメージ

断面図

地権者がバラバラである土地から、まちづくり会社が仲介となり土地を定
期借地する。すると、まとまって開発に着手することができるので、敷地
境界をなくした懐の深い路地裏空間やオープンスペースを設ける。
ディベロッパー的な役割をまちづくり会社が担うことで、大規模開発を避
け、地域の身の丈に合った、生活空間の延長がまちなか居住を魅力的なも
のとする。

まちづくり会社
が定期借地 一体的で適

度な大きさ
の開発

土地

土地

土地

土地

土地

土地

システム

紡ぎ目に街の玄関口としてモビリティステーション
(MS) を設け、まちなか居住と観光を支える。

ヨコイト [モビリティ×緑道 ]E

システム

公共
企業
私有地

一体的緑地

道だった部分の緑地
化は公共が担い、オ
フィスに隣接する敷
地の緑地化は地権者
が担う。オープンス
ペースの活用によ
り、集客でき、市民・
企業にとって利益に
なる。

オフィス

駐車場

MS
店舗

民地緑道コミュニティ空間
（まちづくり会社管理）

scale 1/400
B B’

オフィス

EV車

ベロタクシー

駐車場

モビリティ
ステーション

緑道

MSは緑道で
周辺地と接続
され、街の所々
にはレンタサ
イクルなどの
スタンドが設
けられる。

■モビリティ

緑道を道路中
央に設ける。
昼時はカフェ
バスを設置
し、滞留しや
すい場所作り
をする。

■緑道

B

B’

高島屋駐車場の一階部分
をまちづくり会社が運営
するモビリティステー
ションとする。まちなか
居住を支える交通手段で
ある EV車、レンタサイ
クル、ベロタクシーなど
が常設されている。

MSには街の情報を提供するスペー
スも設けられ、街のコンシェルジュ
としても機能する。情報基地とし
て観光情報や地域情報が随時更新
され、まちなか居住と観光を支え
る。

小型 EV車は金華山や川原町といっ
た、少し離れた観光地へのアクセ
スのために使われる。柳ヶ瀬はこ
ういった観光地への玄関口として
もその役割を担うようになる。

上部の駐車場は、現状の役割を維
持しつつ、自動車からレンタサイ
クルなどへの乗り換えのための
パークアンドライド駐車場として
も機能する。

街路に面したオフィス建築は単なるブラックボッ
クスとならないように、外部との関係性が生まれ
るようなファサードとする。バルコニーを設け、
休憩するオフィスワーカーも柳ケ瀬の街路景観の
一部となる。

周辺建築は一階を店舗、上部をオフィスとする。
グリーンベースには平日昼時はランチバスが訪
れオフィスワーカーたちが利用できるようにす
る。月毎にバスの種類が変わり、飽きずに利用
できる食堂が街中に現れる。

金公園に緩やかに接続す
るように起伏を持った緑
地を道路中央に設ける。
所々にベンチや人がとど
まれるような、芝生空間
を設け、快適な歩行空間
を創出する。

平面イメージ

断面図

scale 1/200

民地道路コミュニティ空間（まちづくり会社管理）

住居部

住居部

グリーンベース（GB）

店舗

断面図
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C
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道路やGBに
面してテラス
が設けられ、
人々の滞留を
促す。

■まちなかテラス

住宅の間に設け
られるグリーン
ベース（GB）。
休日に BBQな
ど家族や地域単
位の野外活動を
行うことができ
る。

■グリーンベース

カフェ

店舗 住宅

既存の駐車場などを
一部緑地化すること
で、人々の滞留や屋
外活動を促し、街に
活気をもたらすこと
を目指す。植栽の管
理はまちづくり会社
が行い、定期的に地
域活動として清掃活
動を主催し、GBを
地域のつながりの場
として位置づける。

GBには、樹木が植
えられ中心市街地
の生活に季節感を
持たせるとともに
新たな風景を創出
する。

新店舗は、周辺都

市部からの経営者

のチャレンジ店舗

を招集し、若者や

新たな文化が生ま

れる土壌を築く。

GBに面して広めにバルコ
ニーが設けられる住居形態。

店舗（カフェ、書
店など）にテラス
を設け、建物と
GBを人々の滞留
空間として一体感
を持たせる。

グリーンベース（GB）は子供たちが遊べる場所とも
なり、若年家族層のための生活の場となるようにする。
周辺建築に囲まれたGBは、大人の目のある安心な公
園となる。

平面イメージヨコイト [滞留空間×まちなかテラス ]H
周辺建築の一階部分の改築とともに、“まちなかテラス”
を設け、人々の滞留できる道にする。

システム
グリーンベース
様々な人々をグリーンベースを中心
に結び付け、コミュニティーを生み
出すために、GBと小さな緑地部分を
一体化させる。緩やかにつながるこ
とで様々な人にとっての空間となる。

まちなかテラス
街中テラスが、建築空間と外部空間
をつなぐ役割を担う。これにより、
建築空間の多様性とGBをふくめた
外部空間の多様性が生まれる。　

道

建物

街中テラス

建物

グリーンベース

メディアコスモス

対象地区

市役所

JR 岐阜駅 名鉄岐阜駅

岐阜公園・川原町

結節点に停留所とモビリティ
ステーションを設ける。タテ
イトを使って到着した来街者
は、結節点から対象地区に入
り、ヨコイトを歩いて対象地
区を楽しむ。

■タテイトとヨコイトの結節点■タテイトとヨコイトの結節点

■タテイトとヨコイト■タテイトとヨコイト

ヨコイト
タテイト

BRT バス路線
BRT バス停留所
モビリティステーション

対象地域の主要街路とアクセスポイント

対象地域が交通の拠点となり
周辺要所への回遊性を増す。

駐車場と常設の EV 車・乗り捨
て可能なサイクル・ベロタクシ
ーなどの集約された施設で、徒
歩を含む様々な交通モード間の
接続点となる。対象地区の玄関
口でもあり、まちなか居住を支
える交通基盤でもある。

■モビリティステーション

■岐阜市内へのアクセス

移動のためのタテイト。長良橋通りと金華橋通りは
BRT や自動車を中心とする速い移動で、市内広域か
らのアクセスを容易にし、玉宮通りとその延長はレ
ンタサイクルやベロタクシーなど歩行者と共存でき
る移動を主として、駅からのアクセスを容易にする。
滞留のためのヨコイト。緑道や水路が引かれゆっく
りと歩いて楽しむことができるヨコイトの周りに
は、グリーンベースや店舗や住宅が豊富な滞留空間
が付随し、対象地区の落ち着いた賑わいを創出する。

モビリティステーションを活用
して、歴史観光地区や市役所・
メディアコスモスなど周辺市街
地との連絡を改善し、観光行動
の誘発や市民利用の向上を図る。

現在、ソフト事業が主である一般財団法人「岐阜市にぎわいまち公社」に、ハード事業部門を作り、行政や商店会、NPO等
からの出資により、「柳ヶ瀬まちづくり会社」を設立する。ソフト事業部では、「岐阜市にぎわいまち公社」の活動を引き継ぎ、
市民活動支援や情報発信などを行っていく。ハード事業部では、地元工務店と連携し住宅・街路・緑地・交通拠点の整備を行っ
ていく。住宅整備・供給に関しては、「やながせ倉庫」と連携し、改修やアーティストの誘致を行い、柳ヶ瀬の活性化に寄与する。
また、運営主を統合する事で、事業収入の一括管理を行い、まちの発展のために資金を計画的に利用できる。

新規住宅建設

街路整備

土地先行借入

まちなかテラスの作成

グリーンベース整備

モビリティ整備

助成金

51 10 15 20 年

地権者より先行借入

まちなか居住の推進

市民の意向を受け順次行う 管理運営サイクルの定着化

拠点設置・整備

本事業は、地主・家主を中心とした地域住民や行政との話し合い重ねながら、漸進的に進んでいく。

自立運営に転換

既存ヨコイト空間の整備

既存タテイト空間の整備 モビリティ整備に伴う整備 地域整備によるタテイト空間の成熟

新規ヨコイト空間の整備 ヨコイト空間の成熟

【ソフト事業】

（岐阜市にぎわいまち公

社を引き継ぐ）

●情報収集・発信

●交流施設運営・管理

●空き家・空き店舗管理

●レンタサイクル事業

●駐車場管理

【ハード事業】

（新規立ち上げ事業）

●街路整備

●住宅建設・改修

●緑地整備・管理

●交通事業拠点整備

やながせ倉庫

●空き店舗改修・

管理

地主・家主

定期借地 地代・家賃
アーティスト

デザイナー

地元工務店

家賃・地域

活動への参加

空間提供

( 低賃金 )

市民

協働 サービス

提供

岐阜市，商店会，商工会議所，企業，NPO，個人等

協定

出資・協働・支援

マネジメント組織

柳ヶ瀬まちづくり会社

岐阜市にぎわい

まち公社

●まちづくり

調査・研究

●市民活動支援

【事業収入】

・家賃、テナント料

・GB使用料（商業利用）

・駐車場事業

【その他収入】

・国からの補助金等

A B C

F G I

二毛作商店街
スナックや飲み屋などの夜の営
業がメインの店が多く昼間が暗
いため、アーケードに天窓を設
ける。さらに二毛作飲食店とす
ることで昼間にもにぎわいのあ
るような商店街を目指す。空き
地には緑を配し、GBとする。

ヨコイト ( 柳ヶ瀬商店街 )－四季を感じる商店街－
アーケードに覆われた商店街は、利便性と引き
換えに外部と切り離された空間を作っていた。
そこでアーケードを間引き、部分的に直接外気
に接し四季を感じることの出来る商店街を創出
する。雨も降り込むが、両サイドの片持ち屋根
で最低限の通行は確保できる。GBを配し季節の
行事や雰囲気がまちなか居住に彩りを与える。

MSレンタサイクルステーション
劇場通りの高島屋周辺には放置自転車が多く見
られる。このような場所にMSを効果的に配置
することで放置自転車を抑止し、快適な歩行を
促す。大規模店舗の駐輪場設置義務分の台数を
MSに設け、企業からも運営資金を得る。

金公園
十分なスペースがあるにもかかわらず、現状で
はあまり利用されていない金公園。ヨコイトを
金公園に接続させ、中心市街地のにぎわいと公
園をつなぎあわせる。金公園地下の駐車場利用
者が街に流れ出すように、ヨコイトが公園の延
長空間となるようにする。

まちなかオアシス
GB を活用した空間。駐車場に寄る歯抜け状態の
地域に、部分的に緑を設け人々の滞留しやすい
空間を創出する。休日はカフェバスが来ること
でゲリラ的にイベント空間になったりし、経済
活動を伴う土地活用と、地域のにぎわいを創出
する空間作りを共存させる。

モビリティの高い街
魅力的に生まれ変わったヨコイトと既存主要道
路の行き来は、歩行はもちろんのこと新しい交
通モードを取り込んだ交通システムが重要であ
る。人々の生活はこれらの移動手段により便利
になり、魅力的なまちなか居住を実現するとと
ともに、観光交通として利用されることにより、
地域全体の利益へと還元されることだろう。

事業計画

事業計画フローマネジメント組織

空隙の計画（グリーンベース）

交通計画

ヨコイトに沿ったグリーンベース


